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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレフィルド注射シリンジ（１４）用の安全装置（１２）であって、注射シリンジは、
注射針（１８）が取り付けられた本体（１６）と、本体（１６）内を移動可能であるよう
に取り付けられたピストン（２２）と、を備え、安全装置（１２）は、ピストン（２２）
にねじ込まれるプランジャロッド（２８）を備え、プランジャロッド（２８）は、
‐遠位プランジャ部（２８Ｄ）と、
‐近位トリガ部（２８Ｐ）と、
を含み、
　遠位プランジャ部（２８Ｄ）は、シリンジの本体（１６）内をスライド自在に移動可能
であり、
　近位トリガ部（２８Ｐ）は、保護シース（２４）の、前記針（１８）が覆われていない
注入位置から前記針（１８）が前記シース（２４）で覆われる安全位置に向かう移動を、
引き起こすように構成され、
　近位トリガ部（２８Ｐ）は、前記保護シース（２４）の移動を引き起こすように、遠位
プランジャ部がそのストロークの遠位端に達すると、遠位プランジャ部（２８Ｄ）に対し
て動くことができ、遠位プランジャ部（２８Ｄ）および近位トリガ部（２８Ｐ）は、近位
トリガ部（２８Ｐ）に対する遠位プランジャ部（２８Ｄ）の回転を回避する相補的な回転
防止手段（６８，７２）をそれぞれ備えることを特徴とする、安全装置。
【請求項２】
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　請求項１に記載の安全装置（１２）であって、遠位プランジャ部（２８Ｄ）と近位トリ
ガ部（２８Ｐ）とは、変形可能な手段（３０，５２，８０，８２，８６）によって連結さ
れ、変形可能な手段（３０，５２，８０，８２，８６）は、シリンジ本体（１６）に収容
された液体を注入するときにシリンジ本体（１６）内でピストン（２２）を動かすのに要
する力よりも大きい力の下で変形可能である、安全装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の安全装置（１２）であって、変形可能な手段（３０，５２，８０，８
６）は、弾性手段を備える、安全装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の安全装置（１２）であって、弾性手段（３０）は、遠位プランジャ部
および／または近位トリガ部に、接着、はんだ付け、スナップ嵌合、またはオーバーモー
ルドされたエラストマー材料を備える、安全装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の安全装置（１２）であって、弾性手段はばね（５２）である、安全装
置。
【請求項６】
　請求項５に記載の安全装置（１２）であって、遠位プランジャ部（２８Ｄ）および近位
トリガ部（２８Ｐ）は、ばね（５２）用の台座をそれぞれ形成する、安全装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の安全装置（１２）であって、遠位プランジャ部（２８Ｄ）と近位トリ
ガ部（２８Ｐ）とは、互いにスナップ固定される、安全装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の安全装置（１２）であって、相補的な回転防止手段（６８，７２）は
、溝（７２）と協働するラグ（６８）を備える、安全装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の安全装置（１２）と、プレフィルド液体注射シリンジ
と、のアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特にプレフィルドシリンジ用の、液体注射シリンジ用の安全装置の分野に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　プレフィルド液体注射シリンジは、従来技術から知られている。シリンジは、管状の本
体を備え、管状の本体は、液体用容器を形成し、本体の遠位端でそれに針または取付具が
取り付けられ、取付具は、針キャリアをシリンジ本体に固定するためのものである。シリ
ンジは、シリンジ本体内を密封的に移動可能なピストンも含む。通常、ピストンは、ゴム
部品である。
【０００３】
　上記のようなシリンジ用の安全装置は、例えば特許文献１からも知られている。安全装
置は、シリンジサポートおよび保護シースを備え、シリンジサポートは、管状の形を有し
、シリンジ本体と同軸であり、保護シースも管状の形を有し、保護シースとシリンジサポ
ートとは、軸方向に相対的に移動可能である。シリンジサポートは、保護シースに収容さ
れ、実質的にそれと同軸である。安全装置は、プランジャロッドも含み、プランジャロッ
ドは、シリンジのピストンに固定されることを目的として作られている。ロッドは、針が
覆われていない注入位置から、針がシースで覆われる安全位置に向かう、シリンジサポー
トに対する保護シースの移動を引き起こすようになっている。安全装置は、シリンジアセ
ンブリを取り扱っている人が、液体が患者の体内に注入された後に、誤って針で刺される
ことがないように、針が自動的にシース内に引き込まれることを可能にする。この種の安
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全装置は、「受動」安全装置とも称される。
【０００４】
　「近位」という用語は、要素の「遠位」端よりも近い、ユーザーによって作動されるプ
ランジャロッドの端部の要素または要素の端部を、示すのに使用される。従って、「遠位
」という用語は、軸方向において針に近い要素を示すのに使用される。
【０００５】
　しかしながら、サポートまたはシリンジに対する、すなわち針に対する、シースの移動
は、液体の終了の注入位置でピストンがシリンジの本体の遠位端に近いところにあるとき
に、常に起こる。
【０００６】
　しかし、ある場合には、サポートに対するシースの移動は、ピストンが液体の終了の注
入位置に到達したときに自動的に行われないことは、興味を引く。
【０００７】
　例えば、即席注射の場合に、すなわち、注入される液体が、プレフィルドシリンジ本体
に収容された溶媒をバイアルに収容された有効成分と混ぜ合わせることにより、最初に再
構成される必要があるときに、バイアルへの溶媒の注入終了時に、サポートに対する保護
シースの移動が引き起こされないことは、興味深い。実際、シリンジは、患者の体内に注
入される前に、混合物の所望の体積で再充填される必要がある。針で刺すことによる汚染
のリスクを回避するために安全装置が始動される必要があるのは、この２番目の注入終了
時だけである。
【０００８】
　さらに、大きな製造公差が許容される特にガラスシリンジでは、通常プランジャはシリ
ンジ本体の遠位端に到達していないものの、安全装置は、プランジャの近位部のストロー
ク端付近で作動される。これは、非常に少ない量の液体を注射する（特に乳幼児または子
供に薬剤を注射する）性能に悪影響をもたらす。ユーザーが、空気の気泡を除去するため
に、またはシリンジ本体に収容された液体の体積を減らすために、プランジャを押すとき
に、安全装置が作動されることがあり、シリンジ内の薬剤をそれ以上注入できないからで
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】欧州特許第１４３６０２６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の課題は、ピストンストローク端で自動的に始動されない、およびシリンジ本体
に収容された製品の完全な送達を可能にする、安全装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　従って、本発明は、注射シリンジ用の安全装置を提供し、注射シリンジは、注射針が取
り付けられた本体を備え、装置は、
‐シリンジの本体内をスライド自在に移動可能な遠位プランジャ部、
‐近位トリガ部、
を含むプランジャロッドを、装置が備え、近位トリガ部は、針が覆われていない注入位置
から、針がシースで覆われる安全位置に向かう、保護シースの移動を引き起こすように構
成され、近位トリガ部は、遠位プランジャ部がそのストロークの遠位端に達すると、遠位
プランジャ部に対して動くことができ、保護シースの移動を引き起こすようになっている
ことを、特徴とする。
【００１２】
　遠位プランジャ部が、シリンジ本体の遠位端、すなわち注入終了位置、に到達すると、
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近位トリガ部が、注入方向に遠位プランジャ部に対してなお動くことができる結果、ユー
ザーは、安全装置が始動されるかどうかを決めることができる。当然のことながら、プラ
ンジャロッドはピストンを備えても備えなくてもよい。
【００１３】
　ユーザーが安全装置を作動させたくなければ、遠位プランジャ部が、そのストロークの
遠位端でストッパーに到達すると、すなわち、遠位プランジャ部に取り付けられたピスト
ンの遠位表面が、または遠位プランジャ部の遠位表面が、その最終遠位位置に到達したと
きに、ユーザーは、プランジャの近位トリガ部にそれ以上圧力を加えない。これに対し、
注入後に針がシースで覆われる必要があれば、ピストンがシリンジの遠位端に到達すると
、ユーザーは、プランジャロッドの近位トリガ部にさらに圧力を加える。近位トリガ部は
、遠位プランジャ部に対して動き、注入位置から安全位置に向かう保護シースの移動を引
き起こす。この種の安全装置は、「能動」安全装置とも称される。
【００１４】
　安全装置のオンデマンド作動の利点は、シースの移動が、遠位プランジャ部がシリンジ
本体の遠位端に到達した場合にのみ引き起こされ得るので、シリンジ本体に収容された液
体の送達が完了するのを可能にすることである。例えば、即席注射の場合に、プレフィル
ドシリンジに収容された全ての溶媒がバイアルに注入され、それ故溶液における有効成分
の濃度再現性が向上する。
【００１５】
　これは、非常に少ない量の液体を注入するときにも有利である。注入される量が少ない
ときでも、すなわち、ピストンストロークが、おおよそ数ミリメートル（ｍｍ）、優先的
には５ｍｍ未満、さらに好ましくは３ｍｍ未満、であっても、ピストンは、シリンジ本体
の遠位端に到達できるので、液体の送達量を正確に調節でき、必要に応じて、注入終了時
に安全装置を始動させることができる。これは、子供または乳幼児への薬剤送達に、特に
有利である。実際、その結果、シリンジ本体内に少量の薬剤だけが残るように投与量の初
めの部分が廃棄される、標準的なプレフィルドシリンジを使用できる。シリンジ本体に収
容された液体の量を減らしている間であって、液体を患者に注入する前に、安全装置を始
動させてしまうリスクは、それ故低下する。このような場合には、少量の薬剤の完全な送
達が重要であり、提案される安全装置によって、シリンジ上のピストンが、針の保護シー
スを自動的に始動させずに、必ずそのストローク端に到達することが可能となる。
【００１６】
　別の利点は、安全装置を、「受動」から「能動」に、プランジャロッドだけを変えるこ
とによって容易に変形できることであり、安全装置の他の要素は全て、変更なしである。
これは、安全装置の標準化を高める。受動安全装置または能動安全装置を使用するという
選択は、プレフィルドシリンジを販売する企業が行う。
【００１７】
　通常、プランジャロッドは安全装置に含まれるのに対して、プランジャロッドの遠位部
に取り付けられるピストンは、プレフィルドシリンジに含まれるが、ある実施形態では、
プランジャロッドは、ピストンを備える。通常また、プレフィルドシリンジは、シリンジ
サポートに挿入され、シリンジサポートは、保護シース上または保護シース内にスライド
自在に取り付けられる。さらに、ピストンは、望ましくはゴム製である。
【００１８】
　安全装置は、単独でまたは組み合わせで、以下の特徴の少なくとも１つを含むこともで
きる。
‐遠位プランジャ部および近位トリガ部は、変形可能な手段によって連結され、変形可能
な手段は、シリンジ本体に収容された液体を注入するときに、シリンジ本体内でピストン
を動かすのに要する力よりも大きい力の下で変形可能である。それ故、シリンジ本体内で
ピストンを動かすために及ぼされる力の下で、変形可能な手段は、少し変形するが、変形
は、ピストンがシリンジ本体の遠位端と接触するとすぐに、すなわち遠位プランジャ部が
そのストローク端に到達したときに、安全装置を作動させるほど大きくない。従って、シ



(5) JP 6280138 B2 2018.2.14

10

20

30

40

50

ースの移動が引き起こされる行程で、プランジャロッドの遠位部に対して近位部を移動さ
せるのに必要な力は、注入中にシリンジ本体内でピストンを動かすのに必要な力よりも大
きく、それ故、ユーザーは、遠位プランジャ部ストロークの終わりに、安全装置が作動さ
れる必要があるかどうかを決めることができる。
‐変形可能な手段は、弾性手段を備える。プランジャロッドに加わる力は、ピストンがシ
リンジ本体の壁に張り付き得るので、注入開始時に大きくなり得る。その力は、注入終了
時に安全装置を作動させるのに必要な力よりも大きいかもしれない。それ故、変形可能な
手段が弾力性のあることは、有利である。注入の開始後、プランジャロッドに加えられる
力が、通常の射出力に低下するときに、変形可能な手段は、その初期形状に近い形状を再
び取ることができる。変形可能な手段が、注入終了時に少し変形したとしても、変形は、
ピストンの遠位表面がシリンジ本体の遠位端と接触するとすぐに、安全装置を自動的に作
動させるほど大きくない。
‐弾性手段は、遠位プランジャ部および／または近位トリガ部に、接着、はんだ付け、ス
ナップ嵌合、またはオーバーモールドされたエラストマー材料を備える。
‐弾性手段は、ピストンと一体である。
‐弾性手段はばねである。このような場合には、ばねをピストンロッドの近位部に配置で
き、近位トリガ部は、キャップのような形をした要素で支えられ、遠位プランジャ部は、
別の環状要素で支えられる。
‐遠位プランジャ部および近位トリガ部は、ばね用のシートをそれぞれ形成する。
‐遠位プランジャ部と近位トリガ部とは、互いにスナップ固定される。
‐遠位プランジャ部および近位トリガ部は、相補的な回転防止手段をそれぞれ備える。従
って、遠位プランジャ部および近位トリガ部は、互いに対して回転できない。それ故、ピ
ストンへのプランジャロッドのねじ込みが、より簡単である。
‐相補的な回転防止手段は、溝と協働するラグを備える。
【００１９】
　本発明は、本発明による安全装置のおよび液体注射シリンジのアセンブリも、提供する
。シリンジは、通常は予め充填される。
【００２０】
　発明のこれらのおよびさらなる課題、実施形態、様相は、図および以下の詳細な説明を
参照することで明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】注入前の安全装置およびシリンジのアセンブリの第１実施形態の軸方向断面図で
ある。
【図２】安全装置の作動前の、注入終了時の図１のアセンブリの軸方向断面図である。
【図３】安全装置の作動中の図１のアセンブリの軸方向断面図である。
【図４】安全装置が安全位置にロックされている、図１のアセンブリの軸方向断面図であ
る。
【図５】注入前の安全装置およびシリンジのアセンブリの第２実施形態の軸方向断面図で
ある。
【図６】安全装置の作動前の、注入終了時の図５のアセンブリの軸方向断面図である。
【図７】安全装置の作動中の図５のアセンブリの軸方向断面図である。
【図８】注入前の、安全装置およびシリンジのアセンブリの第３実施形態の軸方向断面図
である。
【図９】安全装置の作動前の、安全装置およびシリンジのアセンブリの第３実施形態の軸
方向断面図である。
【図１０】安全装置の作動中の、安全装置およびシリンジのアセンブリの第３実施形態の
軸方向断面図である。
【図１１】安全位置にロックされている、安全装置およびシリンジのアセンブリの第３実
施形態の軸方向断面図である。
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【図１２】注入前の、安全装置およびシリンジのアセンブリの第４実施形態の軸方向断面
図である。
【図１３】安全装置の作動前の、安全装置およびシリンジのアセンブリの第４実施形態の
軸方向断面図である。
【図１４】安全装置の作動中の、安全装置およびシリンジのアセンブリの第４実施形態の
軸方向断面図である。
【図１５】第５実施形態によるプランジャロッドの透視図である。
【図１６】第６実施形態によるプランジャロッドの軸方向断面図である。
【図１７】第７実施形態によるプランジャロッドの透視図である。
【図１８】安全装置の作動前の、安全装置およびシリンジのアセンブリの第８実施形態の
部分軸方向断面図である。
【図１９】安全装置の作動中の、安全装置およびシリンジのアセンブリの第８実施形態の
部分軸方向断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明は、これから発明の特定の実施形態に関して記述される。しかしながら、この発
明は、異なる形で実施されてよく、ここに示される実施形態に限定されると解釈されるべ
きではない。むしろ、これらの実施形態は、この開示が徹底的かつ完全になるように、お
よび発明の範囲を当業者に十分に伝えるために、提供される。
【００２３】
　安全装置１２およびプレフィルド注射シリンジ１４のアセンブリ１０の望ましい実施形
態が、図１‐４に示される。
【００２４】
　図１では、シリンジ１４は、液体用容器を形成する管状シリンジ本体１６を備える。本
体１６は、カラー２０の付いた開口近位端１６Ｐと、遠位端１６Ｄと、を有し、遠位端１
６Ｄは、通常近位端１６Ｐから収束する円錐の形であり、注射針１８が取り付けられてい
る。例えばシリンジ本体１６はガラス材料製であり、それはまたプラスチック材料製でも
あり得る。
【００２５】
　シリンジ１４は、ピストン２２も含み、ピストン２２は、図１に示される注入の準備が
できている位置から、図２に示される注入の終了の位置まで、本体１６内を密封的に軸方
向に移動可能であるように取り付けられ、図２に示される注入の終了の位置では、ピスト
ン２２は、本体１６の遠位端１６Ｄと接触する。
【００２６】
　安全装置１２は、保護シース２４と称される概ね管状の形の第１部材と、シリンジサポ
ート２６と称される概ね管状の形の第２部材と、を備える。サポート２６は、シース２４
内に収容される。例えば、シース２４およびサポート２６は、プラスチック材料製である
。
【００２７】
　シース２４とサポート２６とは、針１８が覆われていない注入位置と、針１８がシース
２４で覆われる安全位置と、の間で、軸方向に相対的に移動可能である。シース２４は把
持手段も備え、把持手段は、この実施形態では、２つの外径方向タブ４２を含む。シース
２４は、相補的な保持手段３６，３８により注入位置にロックされ、相補的な保持手段３
６，３８は、それぞれサポート２６およびシース２４によって支えられる。これらの保持
手段は、スラストばね４０の弾性復元力に対抗する。第１保持手段３８は、軸方向タング
４４の自由端によって形成され、軸方向タング４４は、シース２４の近位端２４Ｄに設け
られる。タング４４は、径方向に弾性的に変形可能である。第２保持手段３６は、シリン
ジサポート２６の近位部２６Ｐに形成される。
【００２８】
　安全装置は、図４のようにシースを安全位置にロックするためのロック手段も有する。
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ロック手段は、シリンジサポート２６の遠位端２６Ｄに形成された少なくとも１つの径方
向突起５０を備え、径方向突起５０は、シース２４に形成された一対のアバットメント４
６，４８の間でスナップ結合し、サポート２６および従って針１６に対するシース２４の
軸方向の動きを防止する。
【００２９】
　安全装置１２は、例えばプラスチック材料製の、プランジャロッド２８も備える。プラ
ンジャロッド２８は、遠位プランジャ部２８Ｄおよび近位トリガ部２８Ｐを備える。遠位
部２８Ｄおよび近位部２８Ｐは、変形可能な手段によって連結され、変形可能な手段は、
この実施形態では弾性手段３０であり、弾性手段３０は、遠位部２８Ｄにおよび近位部２
８Ｐに、接着、はんだ付け、スナップ嵌合、またはオーバーモールドされる。近位部２８
Ｐは、注入位置から安全位置へのシース２６の移動を引き起こすように構成される。
【００３０】
　この実施形態では、エラストマー材料３０は、プランジャロッド２８の軸方向の軸に沿
って一定でない断面を有し、中央の断面は、端の断面よりも小さい。プランジャロッド２
８は、例えばプランジャロッド２８をピストン２２にねじ込むことにより、ピストン２２
に取り付けられる。
【００３１】
　シリンジ１４の本体は、既知の方法でサポート２６に収容される。より具体的には、カ
ラー２０が、サポート２６に形成されたシート３２と、サポート２６に固定された少なく
とも１つの可倒式ロックアバットメント３４と、の間にスナップ固定されるので、シリン
ジ本体１６は、このシリンジサポート２６内を軸方向に移動することができず、この実施
形態では、サポート２６は、２つの直径方向で向かい合うロックアバットメント３４を有
する。
【００３２】
　図１‐４を参照して、アセンブリ１０の動作が説明される。
【００３３】
　プレフィルドシリンジ本体１６が安全装置１２に取り付けられ、プランジャロッド１８
がピストン２２にねじ込まれると、アセンブリ１０は、注入位置にあって使用できる状態
になっている。
【００３４】
　ユーザーは、アセンブリ１０を手に取り、２本の指を外径方向タブ４２に当て、１本の
指をピストンロッドの近位部２８Ｐに当てる。その後、ユーザーは、図２に見られるよう
に、遠位部２８Ｄがそのストローク端に到達し、ピストン２２がシリンジ本体１６の遠位
端１６Ｄと接触するまで、プランジャロッド１８に及ぼす。この位置では、プランジャロ
ッド１８の近位部２８Ｐは、まだそのストローク端に到達していない。
【００３５】
　ユーザーが安全装置１２を作動させたければ、シリンジ本体１６内でプランジャを動か
すのに使用される力よりも大きい力が、図３のように、この例では軸方向および径方向に
、エラストマー材料３０を変形させるのに、および近位部２８Ｐをタング４４と協働させ
、タング４４を径方向に変形させて保持手段３６および３８をアンロックするのに、必要
とされる。説明されているように、プランジャロッドの近位部２８Ｐは、その注入位置か
らその安全位置に向かうシース２４の移動を引き起こすように構成され、移動はサポート
２６に対してである。この目的のため、近位部２８Ｐは、タング４４の内径よりも大きい
外径を有する。近位部２８Ｐがタング４４に到達したときに、近位部２８Ｐは、タング４
４を脇へ押して径方向に変形させ、第１および第２保持手段３８，３６を切り離す。それ
故、戻り止めになる、ばね４０に対向する力はない。安全装置１２は作動され、プランジ
ャロッド２８の近位部２８Ｐは、そのストローク端に到達している。
【００３６】
　ばね４０によって駆動されて、サポート２６に対するシース２４の移動が引き起こされ
、図４に示されるように、シースはその安全位置を取る。２つの突起５０が一対のアバッ
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トメント４６，４８間でそれぞれスナップ固定される結果、シース２４およびサポート２
６が安全位置にロックされることが、分かる。
【００３７】
　ユーザーが安全装置１２を作動させたくなければ、プランジャロッド２８の遠位部２８
Ｄがそのストローク端に到達すると、ユーザーは、ピストン２２がシリンジ本体の遠位端
１６Ｄに到達したものの、プランジャロッドの近位部２８Ｐに追加の力を加えず、安全装
置は作動されず、アセンブリやシリンジは、例えば再構成された混合物で、充填されるこ
とができる。
【００３８】
　図１‐４の実施形態に共通する要素が同じ符号で識別される、図８‐１１に示される実
施形態では、プランジャロッド２８、より具体的には遠位プランジャ部２８Ｄは、ピスト
ン２２を備える。この例では、エラストマー材料３０は、ピストン２２と一体になってい
る。それは、遠位プランジャ部２８Ｄに、接着、はんだ付け、スナップ嵌合、またはオー
バーモールドされることもあり得る。
【００３９】
　アセンブリ１０の動作は、前述のものと同様である。ピストン２２が、すなわちプラン
ジャロッドの遠位部２８Ｄが、図９に示されるように、そのストローク端に到達すると、
ユーザーが安全装置１２を作動させたい場合、シリンジ本体１６内でプランジャを動かす
のに使用される力よりも大きい力が、図１０のように、この例では軸方向および径方向に
、エラストマー材料３０を変形させるのに、および近位部２８Ｐをタング４４と協働させ
、タング４４を径方向に変形させて保持手段３６および３８をアンロックするのに、必要
とされる。エラストマー材料３０の変形によって、遠位部２８Ｄに対する近位トリガ部２
８Ｐの移動が可能になり、従って近位部２８Ｐがそのストローク端に到達する。
【００４０】
　図５‐７に示される別の望ましい実施形態では、図１‐４の実施形態に共通する要素は
、同じ符号で識別される。
【００４１】
　安全装置１２およびシリンジ１４は、プランジャロッド２８を除き、先の実施形態で説
明されたものと同様である。
【００４２】
　図５‐７の実施形態では、プランジャロッド２８は、ピストンにねじ込まれた遠位プラ
ンジャ部２８Ｄと、駆動ばね５２によって遠位部に連結された近位部２８Ｐと、を備える
。
【００４３】
　近位トリガ部２８Ｐは、本質的に平坦な底部５４および環状壁７０を有する、一般的な
キャップの形を取る。平坦な底部５４は、内部環状突起５６を支え、内部環状突起５６は
、近位部２８Ｐ内の中央に駆動ばね５２が位置するのを助け、平坦な底部５４は、駆動ば
ね５２用のシートを形成する。環状壁７０の外径は、タング４４の内径よりも大きい。
【００４４】
　遠位部２８Ｄは、その遠位端５８に、駆動ばね５２を受容する溝６０を備える。溝６０
は、外側環状壁６４および内部円筒状突起６２によって形成され、内部円筒状突起６２は
、環状突起５６に摺接して収容される。
【００４５】
　近位部２８Ｐおよび遠位部２８Ｄは、相補的なスナップ固定手段６６，６８を備える。
スナップ固定手段は、一方では、遠位部２８Ｄの近位端５８の外側環状壁６４で支持され
るビード６６によって形成され、他方では、近位部２８Ｐの環状壁７０の内面で支持され
るラグ６８によって形成される。駆動ばね５２が、内部環状突起５６の周りで、キャップ
形の近位部２８Ｐ内に配置されると、近位部は、遠位部２８Ｄに取り付けられる。駆動ば
ね５２は、２つの部分２８Ｐ，２８Ｄの間で圧縮状態にある。駆動ばね５２の力に対抗す
る相補的なスナップ固定手段６６，６８は、遠位部２８Ｄと近位部２８Ｐとを一緒に固定
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する。
【００４６】
　プランジャロッド２８は、遠位部２８Ｐに対する近位部２８Ｐの回転を回避する回転防
止手段を備える。回転防止手段は、一方では、近位部２８Ｐの環状壁７０の内面で支持さ
れるラグ６８を備え、他方では、外側環状壁６４に形成された溝７２を備える。これらの
回転防止手段６８，７２は、相補的であり、互いに協働する。この例では、ラグ６８は、
スナップ固定手段も回転防止手段も形成していることが、留意されるべきである。これら
の相補的な回転防止手段により、ピストンへのプランジャロッド２８のねじ込みが容易に
なる。
【００４７】
　アセンブリ１０の動作は、先の実施形態に関して説明されたものと同様である。プラン
ジャロッド２８の遠位部２８Ｐが、図６のようにそのストローク端に到達すると、すなわ
ち、ピストン２２がシリンジ本体の遠位端１６Ｄと接触するときに、ユーザーは、安全装
置を作動させたいかどうかを決めることができる。プランジャロッドの近位部２８Ｐは、
そのストローク端にまだ到達していない。
【００４８】
　安全装置１２が作動される必要があれば、駆動ばね５２をさらに圧縮して、近位部２８
Ｐを、図７のように、そのストローク端の位置にするように、ピストンロッド２８の近位
部２８Ｐに加えられる補足的な力を要する。実際には、駆動ばね５２を圧縮させるのに要
する力は、シリンジ本体内でピストンを動かすのに要する力よりも大きい。
【００４９】
　環状壁７０の外径は、タング４４の内径よりも大きく、近位部２８Ｐがタング４４に到
達したときに、近位部２８Ｐは、タング４４を脇へ押して径方向に変形させ、第１および
第２保持手段３８，３６を切り離す。それ故、戻り止めになる、ばね４０に対向する力は
ない。安全装置１２は作動され、プランジャロッド２８の近位部２８Ｐは、そのストロー
ク端に到達している。
【００５０】
　ばね４０によって駆動されて、先に説明されたのと同様に、サポート２６に対するシー
ス２４の移動が引き起こされ、シースはその安全位置を取る。
【００５１】
　図１５に示される実施形態のプランジャロッド２８は、図５‐７のものと同様である。
近位トリガ部２８Ｐは、本質的に平坦な底部５４、環状壁７０および内部円筒状突起７８
を有する、一般的なキャップの形を取る。駆動ばね５２は、プランジャロッドの遠位部２
８Ｄの近位端５８に収められた空間７６に受容され、内部円筒状突起７８は、安全装置の
作動に際して駆動ばね５２を圧縮するように、空間７６内をスライド自在に移動可能であ
る。
【００５２】
　図１２‐１４は、図５‐７の実施形態と同様の、別の実施形態を示し、針１８は、ルア
ーロック７４と称される固定エンドピースを介して、シリンジ本体１６に取り付けられて
いる。ルアーロック７４により、プレフィルドシリンジは、安全装置１２の有無にかかわ
らず、シリンジ本体に取り付けられる針なしで保管できる。従って、保管中に、シリンジ
はよりコンパクトである。
【００５３】
　ルアーロックによって、シリンジ本体１６で支えられる針１８を変更することもできる
。例えば、即席注射の場合に、第１の針が、溶媒をバイアルに注入するのに使用され、通
常はより細い第２の針が、再構成された混合物を患者の体内に注入するのに使用される。
【００５４】
　図１６に示される実施形態では、弾性手段は弾性ラグを備え、弾性ラグは、プランジャ
ロッド２８の遠位部２８Ｄを近位部２８Ｐに接続する。
【００５５】
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　弾性変形手段が説明されたが、変形手段は、可塑性であることも可能であり、変形手段
を塑性的に変形させるのに必要な力は、シースの移動が引き起こされる行程で、シリンジ
本体内でピストンを動かすのに必要な力よりも大きい。
【００５６】
　図１７に示されるように、プランジャロッド２８の近位部２８Ｐは、遠位部２８Ｄの近
位端と近位トリガ部の環状壁７０との間の、複数の破断可能なリンク８２を備える。プラ
ンジャロッド２８の遠位部２８Ｐに取り付けられたピストン２２（図１７に図示せず）が
、シリンジ本体の遠位端１６Ｄと接触するときに、ユーザーは、安全装置を作動させたい
かどうかを決めることができる。プランジャロッドの近位部２８Ｐは、そのストローク端
にまだ到達していない。安全装置を作動させるために、プランジャロッド２８の遠位部２
８Ｄがそのストローク端に到達すると、ユーザーは、近位部２８Ｐをそのストローク端に
到達させるのに、および近位部２８Ｐをタング４４と協働させ、タング４４を径方向に変
形させて保持手段３６および３８をアンロックするのに、破断可能なリンクを破断する追
加的な力を加える必要がある。
【００５７】
　リンク８２が、破断可能である代わりに、弾性的にまたは塑性的に、変形可能でもあり
得ることが、留意されるべきである。
【００５８】
　図１８および１９は、シリンジ１４および安全装置１２のアセンブリ１０の第８実施形
態を示し、プランジャロッド２８は、近位トリガ部２８Ｐを受容する中空円筒状遠位部２
８Ｄを備える。近位部２８Ｐは、遠位部２８Ｄ内をスライド自在に移動可能である。中空
円筒状遠位部２８Ｄは、その内面の遠位端で突起８４を支える。図１８の実施形態では、
突起８４は円錐形を有し、その断面は、装置の近位端に向かって減少する。プランジャロ
ッド２８の近位部２８Ｐは、変形可能な環状突起８６を支え、環状突起８６は、遠位部２
８Ｄの内面で支えられる突起８４と協働する。注入に際して、環状突起８６は突起８４を
押し、注入に要する力は、環状突起８６を変形させるのに必要な力よりも小さく、近位部
２８Ｐも遠位部２８Ｄも、シリンジの本体１６内を一緒にスライドする。プランジャロッ
ド２８の遠位部２８Ｄの遠位端に取り付けられたピストン２２が、シリンジ本体の遠位端
１６Ｄと接触するときに、ユーザーは、安全装置を作動させたいかどうかを決めることが
できる。プランジャロッドの近位部２８Ｐは、そのストローク端にまだ到達していない。
安全装置を作動させるために、プランジャロッド２８の遠位部２８Ｄがそのストローク端
に到達すると、ユーザーは、突起８４が環状突起８６内に受容されるように、環状突起８
６を変形させる追加的な力を加える必要がある。従って、近位部２８Ｐは、そのストロー
ク端に到達でき、近位部２８Ｐは、タング４４と協働でき、タング４４を径方向に変形さ
せて保持手段３６および３８をアンロックする。
【００５９】
　弾性手段は、所定値までプレストレスが導入され得る（すなわち、弾性手段は、プレス
トレス値よりも大きい力がプランジャロッド２８の近位トリガ部２８Ｐに及ぼされない限
り、変形しない）ことが、留意されるべきである。
【００６０】
　スラストばね４０の剛性は、安全装置を作動させるのに必要な力に応じて適合されてよ
い。
【００６１】
　安全装置は、シリンジサポートなしで動作することもでき、シースはシリンジ本体に取
り付けられる。
【００６２】
　プランジャロッドはシーリングビードを備えてもよく、それ故、前述のピストンは不要
である。従って、遠位プランジャロッドがシリンジ本体の遠位端と接触したときに、プラ
ンジャロッドのストローク端が到達する。
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